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いじめ類型と深刻化の関係

○加藤弘通（北海道大学） 太田正義（常葉大学）
舒 悦（北海道大学）

キーワード：いじめ，中学生，抑うつ

問 題

これまでいじめについての研究の多くはいじめ

の発生を説明する研究であった。しかし，学校現

場の視点で考えた場合，さらに重要なのは，発生

のみならず，どのような場合に深刻化するのか。

またどのようなタイプのいじめが，より緊急性が

高いのかを判断することである。したがって本研

究では，潜在ランク理論を用いて，いじめを類型

化し，抑うつとの関連性を検討する。それによっ

てどのようなタイプのいじめが，より深刻ないじ

めかをアセスメントすることが目的である。

方 法

調査協力者：公立中学校の中学生 〜 年生

人（男子 人，女子 人，未記入 人）

調査時期： 年 月

質問紙の内容：「いじめ被害経験」について「全く

ない〜週に何度も」までの 件法で回答してもら

った。 自己記入式抑うつ評価尺度

短縮版（並川・谷・脇田・熊谷・中根・野口・

辻井 ）９項目を用い，「そんなことはない

（０点）・ときどきそうだ（１点）・いつもそうだ

（２点）」の３件法で回答を求めた。

結 果

クラス数の選定と解釈

週に 回以上被害したと回答した生徒いじめ被害

者とし，ダミーコーディングを施して（ 非被害

者， 被害者），潜在クラス理論で分類した。

法の結果により，６クラスを採択した。クラスに

命名は各観測変数の該当ありの割合に着目して，

以下のようにした。
クラスの構成比と観測変数の該当ありの割合

いじめ被害のタイプと抑うつの関係

いじめのタイプによる深刻度の違いを検討するた

めに，抑うつを従属変数とし，一元配置の分散分

析 を 行 っ た 結 果 ， 有 意 な 差 が 見 ら れ た

（ η ）。また多重比

較の結果，全体，関係性，伝統的ないじめ＞物質，

直接的ないじめ＞なしの間で有意な差が認められ

た。

また平均値に注目すると，全体，関係性，伝統

的ないじめは抑うつ尺度のカットオフ値である

点を超えており，こうしたいじめが特に被害生徒

の抑うつ度を高め，危機的な状態へと押しやる可

能性が考えられる。

考 察

本研究では，いじめを類型化し，そのタイプに

よって被害を受けた生徒の抑うつ度を比較した。

その結果，関係性，伝統的，全部を含むいじめが

抑うつが物質的ないじめや直接的ないじめ以上に

被害生徒の抑うつ度を高め，危険な状態に陥らせ

る可能性が示唆された。これらの深刻ないじめに

共通するのは，無視や悪口といった関係性攻撃を

含んでいるということである。したがって，教育

現場において，関係性攻撃がみられるいじめにつ

いては，介入の緊急性が高い被害とみなし，様子

を見るなどの介入を安易に控えるのではなく，積

極的に介入する必要があるといえる。

観測変数
無し 関係 物質 直接 伝統 全体

93.5 3.0 1.1 1.2 1.0 0.2

無視 0.4 10.8 0.5

物取り 0.1 4.2 11.7

裏悪口 1.5 1.7 17.5

殴る 0.2 1.6 9.4

直接悪口 1.1 15.8

サイバー 0.0 7.0 0.0 5.4 17.6

遊ぶふり 1.2 8.5 22.9

性的 0.1 0.3 3.8 6.8 13.4
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初任保育者の障害のある幼児に対する配慮の実践知に関する研究
―環境調整における「偶発的気づき」に着目して―

○荻原はるみ（名古屋柳城短期大学） 勝浦眞仁（桜花学園大学）
上田敏丈（名古屋市立大学）

キーワード：初任保育者，配慮，環境調整

背景と目的

近年，障害のある幼児と健常児とを同じ保育現

場で保育するインクルーシブ保育が進められてい

る。そこで保育者は，障害のある子と健常児と同

じクラスの中で，関わり，援助していくことが求

められている。

このような現状の中，ベテラン保育者は発達障

害のある幼児に対して，どのように配慮している

のだろうか。勝浦ら（ ）は，障害のある幼児

に対する保育者の配慮の実践知の構造を試みた。

ベテラン幼稚園教諭 名へのインタビューを

（大谷 ）によって分析した結果，配慮

を行う上での「見極め」が実践知として蓄積され，

その「見極め」具合によって，配慮の在り方が異

なることを明らかにした。

では，このような保育者としての障害のある幼

児に対する実践知はどのように形成されていくの

だろうか。そこには，障害のある幼児との試行錯

誤や葛藤を経て，必要な配慮に気づき，また，障

害のある幼児への意識変容が起こっていると考え

られる。

そこで，筆者ら（ ）は，初任保育者 名に

研究協力を依頼し，自閉症のある幼児の事例を提

示し，どのような配慮があるのかを聞き取り調査

した。 名の保育者は，全員が障害のある幼児の

保育経験があり，同じ幼稚園に勤務し，就職後，

〜 年目でそれぞれ一人ずつである。その結果，

初任時期では，障害のある幼児が，集団や保育室

など，「幼児が環境に適応していくこと」を中心と

して捉え，環境調整していった。だが，偶発的な

出来事から，発達障害のある幼児との環境調整が

上手く行った姿を経験することで，「環境が幼児に

適応していくこと」への意識変容が起こることが

仮説的に明示された。

以上を踏まえ，本研究では，障害のある幼児に

対する保育者の実践知の蓄積の上で，初任時期か

ら中堅時期への成長過程に，障害のある幼児の「偶

発的な適応への気づき」が重要という仮説のもと，

初任保育者がどのような場面で，何に気が付いて

いるのかをフォローアップ・インタビューから明

らかにする。

方 法

筆者等の研究（ ）に引き続き，初任保育者

名に研究協力依頼を行った。

名の保育者は，それぞれ経験年数が 年足さ

れているものの，同じ幼稚園で働いていた。

年 月に 名の保育者に再度インタビュー調査を

約 分行った。

結果と考察

インタビュー調査から，障害のある幼児の「偶

発的な適応への気づき」は， 事例が語られた。

代表的な事例は以下の通りである。

〈事例１〉

障害のある幼児と仲がいい子の隣の子が欠席し

ていたため，その子の隣に並ばせたら集会に参加

できた。たまたま欠席していた子がいた中での発

見であった。その後，欠席していた子が登園して

きても，3 人で参加出来た。これを何度も経験し

ていくと，仲良しの子の隣でなくても手をつない

で参加できるようになった。

〈事例２〉

クリスマスのお遊戯の練習にて，踊りに使う桜

の枝にビニールテープを巻いた。その色テープを

見て，本児は「ドクターイエロー，こまち・・」

というように新幹線の名を言っていた。他児のた

めに着けた印のテープではあったが，本児が興味

を持って参加できるようになった。

インタビューでの語りの分析から，次の点がポ

イントとしてあげられた。

①保育者の意図性 高い―低い

②保育者の見通し ある―ない

③障害児の行動 できる―できない

つまり，初任保育者は，障害のある幼児が集団

に適応していくという意図を高くもち，そうあっ

て欲しいという期待の見通しを持って関わってい

た。そのような関わりの中で，障害のある幼児が

環境適応「できる」ことを求めていた。

だが，偶発的な適応の場面では，保育者の意図

は低く，見通しもないが，偶然，障害のある幼児

が「できた」場面であった。このような経験を通

して，初任保育者は徐々に，「環境が幼児に適応し

ていくこと」の必要性を学んでいた。

今後，偶発的な場面に気づき，その理解をどの

ように深めていけるかという研修などの開発が課

題である。


